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※ 種子の転用とは、飼料原料向けなど種子以外のために生産した収穫物（籾）を、発芽試験等の品質の確認を
行った上で、県種子協会等が翌年産のは種用に仕向ける「転用種子」とすること。

種子の増産スケジュール（飼料用米の多収品種）

Ｒ４年産
（実績）

Ｒ６年産 転用種子で対応が可能

Ｒ７年産

Ｒ５年産 Ｒ４年産の飼料用米多収品種は籾摺りがほぼ終了し、
種子として転用できないため、多収品種の種子は不足

原種由来の種子
（3.5万ha分）

多収品種
（夢あおば等）

自家採種
（1.7万ha分）

Ｒ８年産

一般品種（コシヒカリ等）

〇 Ｒ４年産の飼料用米は、すでに多くが籾摺りを終了しており、今から種子としての転用※は困難。
このため、Ｒ５年産の飼料用米について、多収品種を前提とする場合、種子が不足。

〇 Ｒ６年産については、早期に種子への転用を行うことで、基本的に多収品種での生産が可能。
〇 この際、円滑な種子転用に必要な話し合いや、発芽試験に係る経費等の支援を検討。

Ｒ３年産
（実績）

Ｒ２年産
（実績）

自家採種
（1.1万ha分）

（0.6万ha分）

原種由来の種子
（3.5万ha分）

原種由来の種子
（3.4万ha分） （合計7.1万ha）

（合計11.6万ha）

（合計14.2万ha）

（7.0万ha分）

（9.0万ha分）

（3.1万ha分）

転用種子で対応が可能

転用種子で対応が可能

原種由来の種子 自家採種

原種由来の種子 自家採種

原種由来の種子 自家採種

原種由来の種子 自家採種
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令和５年産以降の飼料用米（一般品種）への支援について

令和５年産 令和６年産 令和７年産 令和８年産

一
般
品
種

・ 数量に応じて、
5.5～10.5万円/10a

(標準単価 8.0万円/10a)
(従来と同様)

・ 数量に応じて、
5.5～9.5万円/10a

(標準単価 7.5万円/10a)

or
・ 単価7.5万円/10a

・ 数量に応じて、
5.5～8.5万円/10a

(標準単価 7.0万円/10a)

or
・ 単価7.0万円/10a

・ 数量に応じて、
5.5～7.5万円/10a

(標準単価 6.5万円/10a)

or
・ 単価6.5万円/10a

○ 令和５年産は農業者が多収品種の種子を確保することが困難であることを踏まえ、当該年産に対する支援内容は、
多収品種・一般品種ともに、従来と同様のものとする。

○ 令和６年産以降は、一般品種については多収品種の種子の確保が可能となることから、
①従来、主食用米の需給緩和局面において、緊急的な作付転換の手段の役割を果たしてきたことを踏まえ、引き続き
支援対象にするものの、

②多収品種による作付転換を推進するため、令和６年産～８年産にかけて支援水準を段階的に引き下げることとする。

※耕畜連携の促進等の観点から、令和５年産より、出荷確認時の報告事項に、稲わらの利用状況や品代等を追加し、検証を行う。

※※多収品種については数量に応じて5.5～10.5万円／10ａ（従来どおりの単価）
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コシヒカリ等
（4.2千ha分）

転用種子で対応が可能

需要は
年々増加

コシヒカリ等
（2.9千ha分）

転用種子で対応が可能

専用品種
（1.3千ha分）

菓子用
（「一般品種」で対応可能）

種子の増産スケジュール（米粉用米の専用品種）

パン・めん用等
（「専用品種」が求められている）

Ｒ４年産の米粉用米専用品種は籾摺り
がほぼ終了し、種子として転用

できないため、専用品種の種子は不足

ミズホチカラ等
西日本が適地

笑みたわわ等
関東以西が適地

※ 種子の転用とは、飼料原料向けなど種子以外のために生産した収穫物（籾）を、発芽試験等の品質の確認を
行った上で、県種子協会等が翌年産のは種用に仕向ける「転用種子」とすること。

〇 Ｒ４年産の米粉用米は、すでに多くが籾摺りを終了しており、今から種子としての転用※は困難。
このため、Ｒ５年産の米粉用米について、専用品種を前提とする場合、種子が不足。

〇 Ｒ６年産については、早期に種子への転用を行うことで、基本的に専用品種での生産が可能。
〇 この際、円滑な種子転用に必要な話し合いや、発芽試験に係る経費等の支援を検討。
〇 実需者の意見も聴きつつ、需要に応じた専用品種の開発の支援も実施。

転用種子で対応が可能

Ｒ４年産
（実績）

Ｒ６年産

Ｒ７年産

Ｒ５年産

Ｒ８年産

Ｒ３年産
（実績）

Ｒ２年産
（実績）

専用品種
（1.2千ha分）

（1.1千
ha分）

コシヒカリ等
（3.8千ha）

コシヒカリ等
（3.2千ha分）

コシヒカリ等
（2.6千ha分）

コシヒカリ等
（2.0万ha分） （合計6.3千ha）

（合計7.6千ha）

（合計8.4千ha）
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令和５年産 令和６年産

・ 従来と同じ支援内容を措置
（専用品種・一般品種を対象に数量に応じて、

5.5～10.5万円/10a）

・ 今後、需要拡大が期待されるパン・麺用の
専用品種については、新規事業（コメ新市場
開拓等促進事業）により、９万円/10aの支援
の活用も可能

・ 専用品種・一般品種への支援を継続

令和５年産以降の米粉用米への支援について

※耕畜連携の促進等の観点から、令和５年産より、出荷確認時の報告事項に、稲わらの利用状況や品代等を追加し、検証を行う。
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各都道府県において栽培可能な多収品種

都道府県 多収品種 特認品種

北海道
きたげんき、北瑞穂、
たちじょうぶ

そらゆたか

青森県 えみゆたか ゆたかまる

岩手県

べこごのみ、いわいだわら、
ふくひびき、べこあおば、
夢あおば

つぶゆたか、つぶみのり、たわ
わっこ

宮城県 東北211号

秋田県 秋田63号、たわわっこ

山形県 山形22号、山形糯110号

福島県 たちすがた、アキヒカリ

茨城県

べこごのみ、いわいだわら、
ふくひびき、べこあおば、
夢あおば、亜細亜のかおり、

オオナリ、もちだわら、
モミロマン、ホシアオバ、
みなちから、北陸193号、
クサホナミ、ふくのこ、

笑みたわわ

月の光栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県 アキヒカリ、初星

東京都

神奈川県

山梨県

長野県 ふくおこし

静岡県 どんとこい、あきだわら

新潟県
新潟次郎、アキヒカリ、
ゆきみのり、亀の蔵、いただき、
新潟糯95号「ゆきみらい」

富山県 やまだわら

石川県

福井県 あきだわら、越南305号

岐阜県 あきだわら、アキヒカリ

愛知県 タチアオバ、もみゆたか

都道府県 多収品種 特認品種

三重県

べこごのみ、いわいだわら、
ふくひびき、べこあおば、
夢あおば、亜細亜のかおり、

オオナリ、もちだわら、
モミロマン、ホシアオバ、
みなちから、北陸193号、
クサホナミ、ふくのこ、

笑みたわわ

タチアオバ、あきだわら、やま
だわら

滋賀県 吟おうみ

京都府 あきだわら

大阪府

兵庫県 あきだわら、兵庫牛若丸

奈良県

和歌山県

鳥取県 日本晴、コガネヒカリ

島根県 みほひかり

岡山県 中生新千本

広島県 中生新千本、ホウレイ

山口県
あきだわら

徳島県

香川県

愛媛県 媛育71号

高知県

福岡県

べこごのみ、いわいだわら、
ふくひびき、べこあおば、
夢あおば、亜細亜のかおり、
オオナリ、もちだわら、
モミロマン、ホシアオバ、
みなちから、北陸193号、
クサホナミ、ふくのこ、
笑みたわわ、ミズホチカラ、
モグモグあおば

ツクシホマレ、夢一献、タチア
オバ

佐賀県 レイホウ、さがうらら

長崎県 夢十色

熊本県 タチアオバ、越のかおり

大分県 タチアオバ

宮崎県 タチアオバ、み系358、宮崎52号

鹿児島県
タチアオバ、ルリアオバ、
ミナミユタカ、夢十色、
夢はやと、西南160号

沖縄県

（令和４年11月作成）
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